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本
書
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
日
仏
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
の
現
在
」
を
基
本
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。
 

 
ま
ず
、
序
章
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
現
状
」
（
松
浦
義
弘
）
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
研
究
に
お
い
て
長
ら
く
支
配
的
で
あ
っ
た
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命

論
」
と
そ
の
否
定
論
が
概
観
さ
れ
、
次
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
本
格
化

す
る
「
政
治
文
化
」
論
と
、
こ
れ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
多
様
な

テ
ー
マ
で
展
開
し
て
い
る
近
年
の
研
究
動
向
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
具

体
像
は
、
以
下
の
各
章
が
示
し
て
い
る
。
 

 
第
一
章
「
世
論
が
導
く
フ
ラ
ン
ス
革
命
」（
平
正
人
）
は
、
新
聞
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
出
版
メ
デ
ィ
ア
が
、
ど
の
よ
う
に
世
論
を
醸
成
し
、
革
命

の
方
向
性
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
第
二
章
「
パ
リ
の
民
衆
運
動
と
暴
力
」（
早
川
理
穂
）
は
、
民
衆
運
動
に
お

け
る
暴
力
の
様
相
と
そ
れ
に
付
与
さ
れ
た
意
味
に
着
目
し
、
革
命
前
と
革
命

期
の
「
暴
動
」
の
違
い
を
指
摘
す
る
。
 

 
第
三
章
「
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
は
神
を
求
め
る
」（
山
中
聡
）
は
、
諸
宗
教
の

「
礼
拝
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
た
革
命
後
期
に
お
け
る
、
国
家
宗
教
再
興
の

試
み
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
第
四
章
「
礼
拝
を
護
る
の
は
誰
か
」
（
松
嶌
明
男
）
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期

に
公
認
宗
教
体
制
が
打
ち
出
さ
れ
る
ま
で
の
、
宗
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
政
治

過
程
と
そ
の
後
の
展
開
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
 

 
第
五
章
「
理
想
の
公
教
育
へ
の
挑
戦
」（
竹
中
幸
史
）
は
、
教
育
の
無
償
と

義
務
を
う
た
い
市
民
教
育
も
重
視
し
た
ブ
キ
エ
法
が
、
地
方
都
市
ル
ー
ア
ン

で
ど
の
よ
う
に
施
行
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

 
第
六
章
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
観
」（
高
橋
暁
生
）
は
、

明
治
期
の
日
本
の
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
叙
述
し
た
の
か

と
い
う
点
を
、
そ
の
背
景
と
と
も
に
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
第
七
章
「
日
本
史
か
ら
み
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
」（
三
谷
博
）
は
、
日
本
史
の

専
門
家
で
あ
る
著
者
が
、
明
治
維
新
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
、
革
命
の
期
間
と

経
緯
、
民
衆
騒
擾
と
政
治
運
動
の
関
係
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
革
命
と
知
的

空
間
の
観
点
か
ら
、
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
終
章
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
未
来
」（
山
﨑
耕
一
）
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
革
命
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
い
う
大
き
な
物
語
が
説
得
力
を
失
っ
た

現
在
に
お
い
て
、
社
会
の
状
況
と
連
動
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

革
命
研
究
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
情
報
の
問
題
、
宗
教
と
暴
力
か
ら
の
近

代
の
再
考
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
 

 
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
丹
念
に

整
理
し
、
近
年
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
、
意
欲
的
で
画
期
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
疑
問
点
も
残
っ
た
。
ま
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
論
お

よ
び
そ
の
否
定
論
と
、
近
年
の
政
治
文
化
史
の
接
続
の
問
題
で
あ
る
。
序
章

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
文
化
史
を
牽
引
し
て
き
た
リ
ン
・
ハ

ン
ト
は
政
治
文
化
を
担
っ
た
政
治
階
級
も
分
析
し
た
が
、
政
治
文
化
論
の
影
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響
を
強
く
受
け
て
い
る
現
在
の
研
究
に
お
い
て
、
社
会
経
済
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
は
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ハ
ン
ト
が
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
視
点
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
か
ん
が
み
る
と
き
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
。
 

 
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
現
在
の
研
究
状
況
を
的
確
に
見
取
り
図
と
し

て
提
供
し
て
お
り
、
初
学
者
を
は
じ
め
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
関
心
の
あ
る
研
究

者
に
と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
 
 
（
仲
松
優
子
）
 

                 

              


